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は じ め に

新潟県には，海岸沿いに発達した砂丘列に湛水 

してできた潟湖，砂丘湖が多くみられ，中頸城地 

方には，「頸城湖沼群」 と呼ばれている湖沼群が 

ある.北から坂田池，長峰池，朝日池，鵜ノ池，

中谷内池,天ヶ池，蜘ヶ池が点在しており(図1 ) ， 
中でも朝日池，鵜ノ池は新潟市の佐潟，鳥屋野潟， 

豊栄市の福島潟と同様に新潟県を代表する湖沼で 

ある.

潟湖や砂丘湖は浅い湖盆を持ち，水生植物が豊 

富であるものが多い（田中，1 9 9 2 ) .しかし， こ 

のような湖沼は干拓のために消滅または面積が大 

幅に減少したり，公園化事業のための埋め立てや 

湖岸改修などによって本来の自然が失われ，生育 

する水生植物も減少•消失をしている.潟湖や砂 

丘湖は周囲の砂丘地が集水地域であり，砂丘地の 

開発も池内の水環境を悪化させる原因となりうる.

頸城湖沼群の水生植物相については，断片的な 

調查 が数回行われているが（石沢，1 9 7 3 ;丸山， 

1983 ; 笹川，1988 ; 新潟県環境保健部環境保全課， 

1 9 8 8 ) ,現在，周囲の砂丘地を含めた開発や汚水 

の流入，湖岸の改修等によって豊かな水生植物相 

が危機的な状況にある.このように人為的な改変 

が進む中，その地域，水域の植物相を把握するこ 

とは急務である.本研究では，新潟県頸城湖沼群 

の現在の水生植物相とその特徴を正確に把握する 

ことを目的に，現地踏査による水生及び湿生植物

目録作成と沈水植物の分布調査を行った.

調査地の概要

1 . 調査地の地形

各湖沼の形態は，更新世の古砂丘とそれに重な 

る完新世の新砂丘からなる，砂丘の地形によって 

決められている.砂丘は緩やかな起伏を持つこと 

により，平野側に向かう多くの谷を発達させてい 

る.砂丘地帯から湧出する地下水が谷に滞留し， 

これが湖沼群を形成する素因となっている（鈴木， 

1993).
坂田池，朝日池，鵜ノ池，天ケ池，蜘ケ池は， 

砂J i と沖積低地の境界に位置し，砂丘地帯からの 

湧水によって湿地となっていたところを平野側に 

堤防を作り，堰き止めて用水池としたものである. 

長峰池，中谷内池は砂丘の凹地に水が湛水してで 

きた砂丘湖である.どの湖沼にも流入河川はなく， 

湧水と雨水によって涵養されている.

2. 湖沼の概要

坂田池

坂 田 池 （ 37°15’N , 138° 22’E ) は柿崎町池尻 

で頸城湖沼群の中でも，最も北に位置する.水面 

積 8 haで東西に長く,長径 500 m , 短径130 m ， 

湖岸線の延長は0.9kmである.底質は砂であり， 

最大水深は2 m と浅い（新潟県，1987 ; 安部ら， 

2000).
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図 1 . 調迕地

同池は柿崎町の公園として整備されており，周 

囲は完全に護岸されている.他には農業用水や， 

魚釣りに利用されている.

長峰池

長 峰 池 （ 37°15’N , 138° 2 2 'E ) は吉川町の西 

端に位置してお I), 砂」了:中央のlnl部に湛水した砂 

丘湖である.水面積1 5 h a ,長径約1,000m , 短径

約25011し湖岸線の延長は2.1kmで,やや屈曲した 

形を•小•すものの，全体としては単調な湖岸形状を 

示している.K 大水深は5.9111で湖沼群の中では 

最も深い(新潟県,1987).
池の南岸から西岸にかけては砂丘の崖地になつ 

ている.東帘の砂地に取水塔があ I)灌漑用に水が 

汲み出され，W岸よりには獲鶏場がある.近年， 

北岸から西岸にかけて護岸]:事が行われた.また，
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現在は池の北側の砂丘地が開発され，地形の改変 

が進んでいる.

朝日池

朝 日 池 （ 37°14’N , 138°22’ E ) は大潟町の北 

部に位置する.水面積4 5 h a ,長径約1,800m , 短 

径約1，000m ， 湖岸線の延長は6.8kmで，池の北側 

から西側にかけて潟町砂丘の起伏に起因する湖岸 

線が深く入り込んでおり，複雑な湖岸形状を示し 

ている.最大水深は2.4 m , 平 均 l m 程度の浅い 

船底形の湖盆形状をなしている（新潟県，1987).

池の北側の砂丘地はゴルフ場として利用されて 

お 1)， 北西側の砂丘地は「大潟県営都市公園」の 

一部として工事が進んでいる.また，南側には堰 

提が施され，揚水機場から池水を汲み出して農業 

用水として利用している.池内ではかつて天然の 

ジュンサイが多く採取され，「じゅんさい池」 と 

呼ばれる時期もあった.

2000年は，調査開始から8 月中旬までに約2 m 

水位が下がり沿岸部の大部分が干出した.

鵜ノ池

鵜 ノ 池 （ 37°13’N, 138°21E ) は大潟町の北縁 

に位置し，水面積2 2 h a ,長径約1,400m , 短径約 

7 0 0 m ,湖岸線の延長は4.4kmである.丸山古墳が 

存在する「蛇島」 と呼ばれる半島状の丘によって 

南北に隔てられ，馬蹄形を示す.また，最大水深 

は1 .6mと浅い（新潟県，1 9 8 7 ) .池の北部には湧 

水があり，池に流入している.また，潟川より水 

を汲み上げ，水位を維持している（小島，1988).

池の南岸は護岸堤防が続き，農業用水として利 

用されており，過去に水萆除去を目的として，ソ 

ウギヨ (Ctenopharyngodon id e l la )が放流され 

た.蛇島は丸山公園として整備されており，池の 

北部分は，朝日池から続く「大潟県営都市公園」 

の一部として工事が進んでいる.

中谷内池

中谷内池 (37°18’N ， 138°21E ) は大潟町中央 

部に位置し，湧出する地下水が砂丘の凹部に湛水 

してできた砂丘湖である.水面積2 h a , 長径約 

2 5 0 m ,短径200mの楕円形を示す.湖岸線の延長 

は700mで，単調である.最大水深は 1 .4 5 m ,平 

均1.2mと浅い（新潟県，1987).

池の周囲は北陸高速自動車道に隣接する北西側 

と一般道路沿いの南西側を除いて，林に囲まれて 

いる.また，北西岸は護岸されている.池水は農 

業用水として利用されており，水草除去の為にソ 

ウギヨが放流されている（加藤，1988).

天ケ池

天 ケ 池 （ 37°13’N , 138°20E ) は大潟町潟田に 

位置し，面積 9 h a ,径約400mのほぼ円形に近い 

形状を呈す.湖岸線の延長は1 .1 k m ,最大水深は 

2.8mであ る （新潟県，1987).
池の周囲は北西側から南側にかけて小高い丘に 

なっている.また，東南岸は護岸堤防が続く.池 

水は農業用水として利用されており，水草除去の 

ためにソウギヨが放流された（加藤，1988).

蜘ケ池

蜘 ケ 池 （ 37°13’N , 138°20E ) は大潟町の西端 

に位置し，面 積 2 h a , 長辺約3 0 0 m ,短辺約150 

mの長方形をしている.湖岸線の延長は1.3km, 

最大水深1 m , 平均0 .9 m と非常に浅く，船底形 

の湖盆形状を示す（新潟県，1987).
池の北東側は小高い丘になっており，西岸は耕 

作地が隣接している.南西端に揚水機場が設置さ 

れており，その近くの一部以外は湖岸改修がなさ 

れていない.池水は農業用水として利用されてい 

る.

2000年度の水位の変動量は湖沼群の中で最も少 

なかった.
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調 査 方 法

1 . 水生•湿生植物

狭義の水生植物（刈 屋 •伊 藤 ， 1993 ; 角野， 

1 9 9 4 )と,湿生植物を対象として,2000年 4 月か 

ら2001年 1 月にかけて現地調査を行った.調査は 

全ての湖沼を対象とし，確認した金棟を採染して 

標本を作成した.作成した標本は新津市植物資料 

室 （積雪地域植物研究所）に保管されている.

2. 沈水植物の分布

沈水植物の分布の特徴を把握するために，湖沼 

群の中で最も多くの沈水植物が確認され，その群 

落面積も非常に広かった長峰池におv、て調査を行っ 

た . 2000年 9 月25日〜10月 6 日にかけて， •波探 

知機を用いた沈水植物の植被調杏を行い，植被概 

念図を作成した.また，池㈧に任意の調査地点を 

37地点設定し，手製サンプラー（図 2 ) を用いて 

沈水植物を採集した.手製サンプラーは50™の塩 

ビ管に lcm間隔に鉄の棒を打ち込み，鍵状に曲げ 

て作製した.塩ビ管の端に巻き付けた糸を，船上 

から引くと塩ビ管が回転し，鍵状の鉄の棒に沈水 

植物が絡まり根ごと採集することができる（図 3 ). 

このとき，サンブラーの両端に付けている錘によっ 

て採集位置はずれることは無い.採集面積は25cm 

x 50™とし，一定面積の金ての沈水植物が刈り取 

られたと仮定して生物量（乾量g / f r f ) を言十測し， 

その種組成を調べた.

結果と考察

1 . 水生•湿生植物相

頸城湖沼群金体において，抽水植物32種，浮葉 

植物11種，沈水植物11棚，浮遊植物5 種，合計59 

種の水生植物が確認された（表 1 ) . 湿生植物は 

約90種が記録された(表2 ) . 湖沼別にみると， 

朝日池が全体で46種，鵜ノ池が47種,もっとも少 

なかったのは中谷内池で4 種であった（表 3 ).

( 1 ) 各湖沼の水生植物相概観 

坂田池

周囲は完全に護岸されているために，杣水植物 

; は発達していない.ヨシは小さl ゝ群落が池内に 

点々と分布しており，マコモは数個体みられるの 

みであった.池の北朿部にはウキヤガラとコウホ 

ネの混生群落力;'みられた.浮葉植物は生育してい 

ない.沈水植物は，池の南東部にある取水塔付近

図 2 . サンブラー
図 3 . サンプラーで採集した水生植物.セキショウモ 

の個体が极から採圯できているのがわかる.
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表 1 . 頸城湖沼群の水生植物相.◎:新たに生育が確認された種，〇 ：生育が再確認された種，△:過去に生育が記 
録されているが今回確認されなかった種.

科 名 和 名
環境庁

RDB*
新潟県

RDB**
坂田池 長峰池 朝日池 鵜ノ池 中谷内池 天ケ池 蜘ケ池

ズ 二 ラ ズ ラ VU EN △ ◎

卜 ク サ イ ヌ ス ギ ナ ◎ ◎ ◎

ズ 7 ラ ビ ズ 7 ラ ビ NT 〇 ◎

ス ィ レ ン ジ ン サ ィ VU 〇 △ 〇 ◎ △

才 二 バ ス VU VU ◎ ◎ ◎ 〇

ハ ス 〇 〇 〇

□ ゥ ホ ネ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ス ィ レ ン 〇 〇 〇 ◎ 〇

ヒ ッ ジ グ サ VU △ 〇 〇 △

V ツ モ マ ツ モ VU △ △ △

ヒ シ ヒ メ ビ シ VU VU △

ヒ シ △ ◎ △ ◎ △

才 二 ビ シ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

ア 力 バ ナ ミズユキ ノシ 夕 〇 〇 ◎ ◎

アリノ トウグサ 夕 チ モ △ △

オグラ ノフサモ VU VU 〇 △

フ サ モ 〇 〇

ツ ガ シ 7 ツ ガ シ フ VU 〇 〇

ガ ガ ブ 夕 VU VU 〇 △ 〇

ア 7 ゴ ゲ ズ ベ △ ◎

ゴマノ ハグサ キ ク モ 〇 ◎ △

ヒ シ モ ド キ ヒ シ モ ド キ CR EN △

夕 ヌ キ モ ノ 夕 ヌ キ モ VU 〇 ◎

夕 ヌ キ モ VU VU △ 〇 〇 △

ヒ メタ ヌキ モ VU VU △

才 モ ダ 力 ラ オ モ ダ 力 ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ △

マルバオモダカ VU EN △

ア ギ ナ シ NT NT 〇

才 モ ダ 力 〇 〇 〇 ◎ △

卜 チ 力 ガ ク □ モ VU ◎ 〇 〇 ◎ 〇 △

ズ オ オ バ NT ◎ △

セ キシ ョゥ モ VU 〇 〇 ◎ △ △

ヒ ル ム シ □ ヒ ル ム シ 口 〇 〇 ◎ ◎ △

ェゾヒルムシ n EN △

セ ン 二 ン モ VU 〇 〇 ◎

才 ヒ ル ム シ □ VU 〇 〇

サ サ エ ビ モ EN ◎

ホソバ ミズヒキモ ◎ 〇 ◎

ャ ナ ギ モ △ △

ィ 卜 モ VU VU 〇

ィ ハ ラ モ ホ ツ ス モ 〇 △

ィ バ ラ モ VU 〇 △ △ △

才 オト J ゲ モ 〇 〇 ◎ ◎ △
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(表1つづき）

科 名 和 名
環境庁

RDB*
新潟県

RDB**
坂田池 長峰池 朝日池 鵜ノ池 中谷内池 天ケ池 蜘ケ池

ズァ 才 ィ ホ ティ ァォ ィ ◎

ズ ァ ォ ィ VU VU △

ナ ギ 〇 ◎ ◎ △

ア ヤ メ キ シ ョ ゥ ブ △ △ △ 〇 △

ツ ク サ イ ボ ク サ ◎ △ 〇 ◎ △ ◎

イ ネ ア シ 力 キ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

3 シ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウ キ シ バ NT △ 〇

モ 〇 〇 〇 〇 △ 〇

サ 卜 ィ モ シ ゥ ブ 〇 ◎

ゥ キ ク サ ア ォゥ キク サ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

ヴ キ ク サ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

ク リ ク リ NT NT 〇 〇 ◎

ヒ メ ミク リ VU VU ◎ 〇

ガ マ ガ 〇 〇 〇 〇

ガ ◎

力ヤツリグサ 力 サ ス ゲ △ 〇 ◎ ◎ ◎

マ ツ バ ィ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎

リ ィ ◎ 〇 〇

ク □ グ ヮ ィ 〇 〇 ◎

ホ 夕 ル ィ ◎ ◎ 〇 〇

ヒ メ ホ タ ル ィ VU ◎ 〇 〇 ◎

フ 卜 ィ 〇 〇 〇 〇 △

力 ン ガ レ ィ △ 〇 〇 〇 〇 △

サ ン カ ク ィ ◎ ◎ ◎ △ 〇

ヴ キ ヤ ガ ラ 〇 △ 〇 〇 〇 △

•環境庁 (2 0 0 0 )による希少性の評価.「絶滅危惧 I A 類 （ C R )」，「絶滅危惧 I B 類 （ E N )」，「絶滅危惧II類 （ V U )」, 
「準絶滅危惧種 （ N T )」. "

••新潟県 (2 0 0 1 )による希少性の評価.「絶滅危惧 I B 類 （ E N )」，「絶滅危惧n 類 （ V U )」，「準絶滅危惧種 （ N T )」.

表 2 . 頸城湖沼群の湿生植物相.〇：生育が確認された種，△:過去に生育が記録されているが今回確認されなかっ 
た種.過去の文献では湿虫植物相の記述はほとんど無く.今回の調査と比較して増加について議論することが 

できないため，「新たに生育を確認された種」のカテゴリーは作らなかった.
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(表2 つづき）

科 名 和 名
環境庁

RDB*
新潟県

RDB**
坂田池 長峰池 朝日池 鵜ノ池 中谷内池 天ケ池 蜘ケ池

ィ ラ ク サ ア オ  ミ ズ 〇 〇 〇 〇 〇

夕 デ サ ク ラ タ デ △ 〇 〇

シロバナサクラタ デ △

ヤ ナ ギ タ デ △ 〇 〇 〇 〇

ヤ ノ ネ グ サ 〇 △ 〇 〇 〇 〇

ボ ン ト ク タ デ 〇 〇 〇 〇 〇

アキノウナギツカ △ △ 〇 〇 〇 〇

ミ ゾ ソ バ △ 〇 〇 〇 〇 〇

ド. ク ダ ハ ン ゲ シ ョ ヴ VU 〇

才 トギ1) ソ ゥ コ ケ オ ト ギ リ 〇 〇 〇

ミ ズ オ ト ギ リ 〇 〇 〇 〇

ァ ブ ラ ナ スカシタゴボ ゥ 〇

卜ウダイグ サ ノ ウ ル シ VU VU 〇 〇

ス レ ツ ボ ス ミ レ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ア ギ ス ミ レ 〇

ゥ リ ス ズ メ  ウ リ 〇 〇 〇

ソ ハ ギ ミ ソ ノ、 ギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △

キ カ シ グ サ △ 〇 〇

ァ 力 バ ナ ア カ ノく ナ 〇

チ ョ ウ ジ タ デ 〇 〇 〇 △ 〇

セ リ セ リ 〇 〇 〇 〇 〇

ムカゴニンジ ン 〇

サ クラ ソ ゥ ヌ マ ト ラ ノ 才 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

チ ン ア イ ナ △

キョウチ クト ゥ チ ョ ウ ジ ソ ゥ VU VU 〇

シ ソ ミ ズ ト ラ ノ 才 VU VU 〇 △ 〇 〇

シ ロ ネ △ 〇 △ △

ヒメ  シ ロ ネ 〇 〇 〇

ヒメサルダヒ 〇 〇 〇 〇

力 〇 〇 〇 〇

イ ヌ ゴ 〇 〇 〇

ナ ス オオマルバノホロシ 〇 〇 〇 〇

ゴマノ 'ヽ ク サ サワトウガラ シ 〇 〇

ア プ ノ メ VU △ △ △ △

シ ソ ク サ 〇

アメリカアゼ ナ 〇 〇 〇 〇 〇

アゼトウガラ シ 〇 〇

ァ ゼ ナ 〇 〇

夕 ヌ キ モ ミ ミ カ キ グ サ VU 〇 〇 〇

ホザキノミミカキグサ VU VU △

キ キ 3 ヴ ミ ゾ カ ク シ 〇 〇 〇 〇 △ 〇

キ ク アメリカセンダングサ △ 〇 〇 〇 〇 〇

タ ウ つ ギ 〇 〇 〇

タ カ サ ブ ロ ウ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヨツバヒヨト リ 〇
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(表2 つづき）

科 名 和 名
環境庁

RDB*
新潟県

RDB**
坂田池 長峰池 朝日池 鵜ノ池 中谷内池 天ケ池 蜘ケ池

サ ヮ ヒ ヨ ド リ △ 〇

サ ワ オ グ ル 〇 〇

バ ギ ボ ウ シ 〇 〇 〇

ア ヤ メ 力 キ ツ バ 夕 VU VU 〇 〇 〇

ィ グ サ イ 〇 〇 〇 〇

タチコウガイゼキシヨウ 〇

コウガイゼキシ= ヴ 〇 〇 〇 〇

アオコウガイゼキシヨウ 〇

ハリコウガイゼキシヨウ 〇

ホ シ ク サ ホ シ ク サ △ 〇 〇 △

ク ロ ホ シ ク サ EN EN 〇

ヒロハイヌノヒゲ 〇 〇 〇 〇

ィ ネ コ ヌ カ グ サ 〇 〇 〇

ヒ メ ヌ カ ボ 〇 〇

力 リ マ タ ガ ヤ △ △

ィ ヌ ビ 〇 〇 〇 〇

チ ゴ ザ サ 〇 〇 〇 〇

サ ヤ ヌ カ グ サ 〇 〇 〇 〇 〇

才 ギ 〇 〇

ク サ ヨ シ △ 〇 〇 〇

イ ヌ メ リ 〇 〇

ヌ メ リ グ サ 〇 〇 〇 〇

サ ト イ モ セ キ シ ヨ ヴ △

力ヤツリグサ リ ガ ネ ス ゲ 〇

ゴ ヴ ソ △ 〇 〇

コ ゲ 〇 〇

ア ゼ ス ゲ △ 〇 〇 〇 〇

夕 マ ガ ヤ ツ リ 〇 〇 〇 〇 〇

ア ゼ ガ ヤ ツ リ △ 〇

コアゼガヤツ リ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ア オ ガ ヤ ツ リ 〇 〇 〇 〇 〇

ウ シ ク グ 〇 〇

力 ワ ラ ス ガ ナ 〇

ズ ガ ヤ ツ リ 〇 〇 〇 〇

ズノヽナ ビ △

セイタカハリ イ △

シ カ ク イ 〇 〇 〇

ヒ デ リ 〇 〇

ヤ イ 〇

ヒンジガヤツ リ 〇 〇 〇 〇

ァ ブ ラ ガ ヤ 〇

ここでは，狭義の水生植物以外で，植物図鑑（佐竹ら，1981, 1982ab, 1989ab ; 岩槻，1 9 9 2 ;高橋 •勝山，2000) 
の解説文中に「湿地」「水辺」などの文字が入っているものを湿生植物としてとりあげた.

'環境庁 （ 2 0 0 0 )による希少性の評価.「絶滅危惧 I B 類 （ E N )」，「絶滅危惧n 類 （ V U )」.
**■新潟県(2 0 0 1 )による希少性の評価.「絶滅危惧 I B 類 （ E N )」，「絶滅危惧n 類 （ V U )」.
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表 3 . 確認された水生植物の種数

坂田池 長峰池 朝 池 鵜ノ池 中谷内池 天ケ池 蜘ケ池 湖沼群 
全 体 佐潟* 鳥屋野潟* 福島潟*

湖岸延長線(km)** 0.9 2.1 6.8 4.4 0.7 1.1 1.3 17.3 3.10 9.05 8.65
水 面 積 (ha)** 8 15 45 22 2 9 2 103 30 167 162

抽 水 植 物 8 17 29 30 3 11 12 33 21 25 25
浮 葉 植 物 0 9 7 7 1 7 2 11 4 3 8
沈 水 植 物 1 8 6 6 0 3 0 11 2 6 13
浮 遊 植 物 1 2 4 4 0 1 1 4 2 3 3

計 10 36 46 47 4 22 15 59 29 37 49

'佐潟：新 潟 市 -㈱ グ リ ー ン シ グ マ ( 1 9 9 9 ) ,福 島 潟 ：笹 川 •石 澤 ( 1 9 8 9 ) ,鳥 屋 野 潟 ：鳥屋野潟植物調査会 

(1 9 9 4 )より引用.

〃各湖沼の湖岸延長線と水面積は湖沼調査報告書(新潟県,1 9 8 7 )によった.

にクロモの小さな群落がパッチ状に分布していた.

長峰池

池の西端は湿地化しており，ミゾカクシ， ミミ 

カキグサ，タチコウガイゼキショウ，ヒロハイヌ 

ノヒゲなどの湿生植物がみられた.植生は池の中 

心に向かってマコモ，フトイ，ハスなどの抽水植 

物帯へ変化し，さらに浮葉•沈水植物带 へと植生 

が移行していく.池の南岸から西岸にかけての砂 

丘の磁地を除いた部分に大きな抽水桢 物帯が形成 

されていた.

池内の西部にはガガブタの群落が点在し,南西 

部には，ガガブタ，ヒツジグサ，コウホネ，ジユ 

ンサイの大きな混生群落がみられる.沈水植物は 

池内全域においてマット状に分布していた.

朝日池

潟町砂丘の起伏に起因する谷部にそれぞれ抽水 

植物带 がみられた.それ以外の部分においては， 

ヨシ，マコモ，カキツバタなどの小さな群落が点 

在する程度であった.水位の低下によって干出し 

た部分では，タマガヤツリ，アゼテンツキ，アオ 

ガヤツリ，ヒデリコなどの湿生植物が群落を形成 

した.池の南岸ではハスが大きな群落を形成した.

確認された浮葉植物と沈水植物の種類数は他の 

湖沼と比較して多かったが，個体数が非常に少な

いか，分布域が限られたものがほとんどであった.

鵜ノ池

蛇島によって隔てられた池の北部一帯と，南部 

の端にヨシ，マコモ，フトイを中心とする抽水植 

物帯が形成されている.春季，池の北部は湿地化 

しており， ミツガシワ，ミズバショウ，ノウルシ 

などが群落を形成していた.夏季になるとハスが 

旺盛な成長をみせ，開放水面であった部分の大半 

を占めた.ハスが生:育していない水域はオニビシ 

が大きな群落を形成していた.

沈水植物は小さい群落がノヽ°ッチ状に池内に分布 

しており，蛇島の岸に沿ってミズニラ，ミズオオ 

バコ，ノタヌキモ，タヌキモなどが'生育していた.

中谷内池

抽水植物はコウホネ，ヨシ，カンガレイの小さ 

な群落がわずかに分布していた.浮葉植物はオニ 

ビシが2 個体確認されたのみであった.

天ヶ池

抽水植物帯はヨシとウキヤガラが池の東岸と西 

岸に大きな群落を形成していた.また，水深に沿っ 

てガガブタが生育していた.池の東岸から南痒に 

かけてクロモとオオトリゲモが大きな群落を形成 

していた.また，北岸の湧水が流入してくる場所
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にオグラノフサモが生育していた.

蜘ヶ池

池の南西部にヨシが大きな群落を作っている. 

コウホネとスイレンが湖岸に沿って分布しており， 

それ以外にはオニバスが20個体程度みられるのみ 

であった.

蜘ヶ池は船底形の湖盆を持ち，水深は非常に浅 

い .また，水位変動も50cmと少なく，浮葉-沈水 

植物が生育するのに適した環境であると考えられ 

るが，池の中心部にはオニバスしかみられず，開 

放水面が広く残っている.

⑵構成種の増減

図 4 には，過 去 の 文 献 （石沢， 1973 ; 丸山， 

1983 ; 笹川，1988 : 新潟県環境保健部環境保全課, 

1 9 8 8 )と今回の調査における出現種数を比較した. 

坂田池，長峰池，鵜ノ池，中谷内池，天ヶ池では 

確認種数は増加していた.中でも鵜ノ池，天ケ池

では著しく確認種数が増加した.朝日池，蜘ケ池， 

ならびに湖沼群全体としての確認種数は減少して 

いた.また，•長峰池では沈水植物が減少していた.

1981年には鵜ノ池，中谷内池，天ケ池にほとん 

ど水生植物が生育していなかった（丸山，1983). 

これは，害萆除去のために1960年代後半から放流 

されたソウギヨの影響によるものと思われる.ソ 

ウギヨはきわめて旺盛な食欲を示すことが有名で， 

過去多くの湖沼において，水生植物の過繁茂を抑 

制するために導入されてきた（桜井， 1985).し  

かし，その放流尾数が多過ぎるため水域内の水生 

植物がほぼ完全に消滅してしまう例が野尻湖など 

で報告されている(桜井,1 9 8 4 ) .鵜ノ池，中谷 

内池，天ケ池も同様に放流尾数が多過ぎたと考え 

られる.

今回の調査によって，鵜ノ池と天ケ池において 

確認種数の著しし、増加がみられた.これは1984， 

1985, 1986年の 3 年続きの大雪によって(新潟県, 

1 9 9 9 )ソウギヨが死滅したために被食されること

S
S

〇
6

〇
5

〇

〇
3

〇
 

〇
 

2
 

1

〇

□浮遊植物 

0 沈水植物 

皿浮葉植物 

■抽水植物

坂 田 池 長 峰 池 朝 日 池 鵜 ノ 池 中 谷 内 池 天 ケ 池 蜘 ケ 池 頸 城 湖 沼 群 全 体

図 4 . 水生他物相の変化.

1972年から1988年までの全ての文献を含めて比較を行った.
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図 5 . 天 ケ 池 （ 2001年 8 门 ）.ず■前には,コウホネ,ガ 

ガブタ.オオトリゲモ， クロモの浞生群落が形 

成されている.池の奥に，内く えているのは 

すべてガガブタの花である.ソウギヨの牝滅以 

降，ほとんど水生植物がいな t 、状態から20平で 

ここまで植生が四復した.

が無くなったからであろう.地域の漁師や竹理者 

の話によると大雪以降ほとんどソウギヨがみられ 

なくなったが，中芥㈧池ではいまだにソウギヨが 

生息しているようである.そのため，屮谷㈧池で 

は植虫が回復していないと思われる.

ソウギヨ死滅後に特に分布を拡大した種は，鵜 

ノ池ではハス，天ケ池では浮菜•植物のガガブタ， 

沈水植物のクロモと才オトリゲモである.2001年 

8 月の天ケ池の状態を図5 に示す.于前には，ガ 

ガブタ，コウホネ，オオトリゲモ，クロモが浞生 

詳落を形成しているのがわかる.池の奥がじI く見 

えるのはガガブタの花である.1981什:の時点では 

ほとんど，または全く生育していなしI犬態からこ 

のように，池内のほとんどを占める裎に分布域を

拡大したと考えられる.このような水生植物群落 

の回復は保全生物学的にも非常に興味深い.

朝日池では8 月20日に水位が最も下がり，調査 

を開始した4 月に比べて198™低下した.そのた 

め，沿岸部の大部分は7 月から10月まで干出して 

いた.池水の農業用水としての利用は農地拡大と 

共に增加し，以前はそれほど大きな水位変動はな 

かったと考えられる.現在のこのような激しい水 

位変動のために，浮葉植物や沈水植物が大きな群 

落を形成できず，パッチ状に分布しているのでは 

ないかと考えられる.また，池の北側にあるゴル 

フ場からの排水口周辺には7 月から8 月にかけて 

M icrocystis (アオコ）のコロニーがみられ，水 

質悪化が進んでいると思われた.現在池内の沿岸 

域の一部に生育している個体群も今後，水質悪化 

や湖岸改修などによって大幅に減少することが危 

惧される.

蜘ケ池は，豊かな水生植物相を持っていたこと 

がわかっている（丸山，1983 ; 新潟県環境保健部 

5 i境保帝課，1 9 8 8 ) .過去にソウギヨが導入され 

た報告も無く，湖岸改修もされていない.また， 

周囲から排水は流れこまず，朝日池のような大幅 

な水位変動がみられないので，現在も理想的な水 

辺環境であると思われるが，今回の調査では大幅 

に水生植物相が減少していた.蜘ケ池の管理者の 

話によると何年かに一度，冬季に魚採1')の為に池 

の水を抜くらしい.そのため，小雪の年にむき出 

しになった表土が凍結することによって，多くの 

浮葉植物と沈水植物が影響を受けたのではないか 

と考えられる.

長峰池は1970年代後半から周辺に住宅や養鶏場 

が建てられ，それらからの排水の流入で池水の富 

栄養化が著しく進んだ.1980年代以降，夏季には 

M icrocystis (アオコ）のコロニーが池内全域に 

みられ，水面は緑の粉をひいたようになる（新潟 

県環境保健部環境保全課，1988 ; 福原， 1989). 

そのため，水K の変化に敏感な種は絶滅したもの 

と思われる.
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今回の調査では，浮葉•沈水植物の減少が確認 

され，中でも湖沼群全体から生育が確認されなく 

なったものとしては，水生植物ではマツモ，ヒメ 

ビシ，タチモ，ヒシモドキ，ヒメタヌキモ，マル 

バオモダカ，エゾヒルムシロ（ただし，誤同定の 

可能性あり），ヤナギモ， ミズアオイ，湿生植物 

ではハマハナヤスリ，シロバナサクラタデ，アイ 

ナエ，アブノメ，ホザキノミミカキダサ，カリマ 

タガヤ，セキショウ， ミズハナビ，セイタカハリ 

イなどが'挙げられる.なかでもマツモ，ヒメビシ， 

タチモ，ヒシモドキ，ヒメタヌキモ，マルバオモ 

ダカ，ェゾヒルムシロ， ミズアオイ，ハマハナヤ

スリ，アブノメ，ホザキノミミカキグサは環境庁 

版レッドデータブック（以下 R D B ) (環境庁， 

2 0 0 0 )もしくは，新潟県版RDB (新潟県，2001) 

に掲載されている種で水環境の変化に敏感な種で 

あると考えられており，頸城湖沼群の水環境は人 

為的な開発の影響を受けて，着実に悪化している 

ことが示唆された.

( 3 ) 水生植物相の湖沼間比較

頸城湖沼群を新潟県内の平野部や海岸砂丘の後 

背地にみられる代表的な潟湖である新潟市の佐潟 

(新潟市•㈱グリーンシグマ， 1 9 9 9 ) ,鳥屋野潟

表 4 . 各湖沼に生育する北方系の水生植物. 〇 ：生育が確認された種，△ :過去に生育が記録され 

ている種.

朝日池 鵜ノ池
頸城湖沼群 

その他
佐 潟 * 鳥屋野潟* 福島潟*

バ イ カ モ 〇

ド ク ゼ リ 〇 〇 〇

ミ ツ ガ シ ワ 〇 〇 △ △

サジオモダカ △ △

ェゾヤナギモ  

エゾヒルムシロ △

△

オヒルムシロ 〇 〇

サ サ ェ ビ モ  

ミズバショウ 〇

〇

•佐潟：新潟市■㈱グリーンシグマ （ 1・ )，福島潟：笹 川 .石 澤 (1 9 8 9 ) ,鳥屋野潟：鳥屋野潟植 

物調査会 (1 9 9 4 )より引用.

表 5 . 貧〜中栄避水域に生育する水生植物の各湖沼における分布.〇：生育が確認された種, 
△:過去に生育が確認されている種.

朝日池 鵜ノ池
頸城湖沼群 

その他
佐 潟 * 鳥屋野潟* 福島潟*

ミ ズ ニ ラ △ 〇

ジ ュ ン サ イ △ 〇 〇 △ △

ヒ ッ ジ グ サ 〇 〇 △ △ 〇

タ チ モ △ △ △ △ △

ヒ シ モ ド キ △ △ 〇

ノ タ ヌ キ モ 〇 〇 △

タ ヌ キ モ 〇 〇 △ △

マルバオモダカ △ △ △

ホ ッ ス モ 〇 △

*佐 潟 ：新潟市.㈱グリーンシグマ （ 1 9 9 9 ) ,福島潟：笹 川 -石 澤 （ 1 9 8 9 ) ,鳥屋野渴：鳥屋野潟植 

物調査会 (1 9 9 4 )より引用.
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(鳥屋野潟植物調査会， 1 9 9 4 ) ,豊栄市の福島潟 

(笹川•石澤，1 9 8 9 )と比較すると，非常に多く 

の水生植物が生育していることがわかる.一般に 

湖岸延長線が長ければ様々な環境ができ，それぞ 

れの生育環境に適応した種がみられるようになる. 

頸城湖沼群，特に朝日池，®  ノ池は複雑に入り組 

んだ湖岸形状をしており，水面粘'としては県内の 

他の湖沼よりも狭いが，湖岸延提線は非常に長く 

(表3 ) , 様々な環境が杯在していると考えられる. 

県外の湖沼の報告をとI)あげると，木場潟•柴山 

潟 (石川県 )では 1976年〜1979年にかけて・の 

水生植物は木場潟で63種，柴山潟で55種確認され 

ている(里見ら,1 9 8 2 ) .手賀沼 (千葉県 )は干  

拓される1964年以前は西沼と北沼を合わせて49種 

の水生植物が生育していた（笠井， 1 9 9 3 ) .霞ヶ 

浦 (茨 城 県 )では桜井 (1 9 8 1 )による報告があり, 

確認されている狭義の水生植物は53種である.こ

のことから，種数に関しては，頸城湖沼群はこの 

ような県外の大湖沼に四敵する豊富な水生植物相 

を持っているといえる.なお，木場潟•柴山潟 

では1980年以降に，水生植物は激減し，池内で確 

認することのできたものは木場潟で7 種，柴山潟 

で10種程度であったという（里見ら， 1982).手  

贺 沼では1991年には13種まで減少しており（笠井， 

1993), 霞ヶ浦においては1994年には沈水植物は 

ほぼ皆無な状態になっている(後藤•火滝,1994).

⑷種組成の特徴

頸城湖沼群において特異的にみられた水生植物 

としては，東 北 •北海道方面や中部山岳地帯の湖 

沼で目立つ，冷水域を好む北方系の種（大滝， 

1980 ) と，貧〜中栄養の水域を好む種（角野， 

.1.994)が挙げられる（表 4 , 5 ) . これらの種は 

水辺環境の変化に敏感で，もともとは新潟県内の

図 6 . 北方系の純の分布.破線に囲まれている範1川は分布域，□のブロットは集団を示す.

— 13 —
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図 7 . 貧〜中栄養の水域を好む種の分布.実線に囲まれている範囲は分布域，□のプロットは集団を示す.

平野部の湖沼に広く分布していたが，現在では多 

くの生育地で姿を消している（笹川， 1990).頸  

城湖沼群においても，タチモ，ヒシモドキ，マル 

バオモダカなどを今回の調査では確認することが 

できなかったが，比較的多くの種が残っているこ 

とがわかる.しかし，頸城湖沼群は富栄養型の湖 

沼であり（新潟県，1987)， 長峰池では特に富栄 

養化が進んでいる（福原，1 9 8 9 ) .このような環 

境で北方種や貧〜中栄養な水辺環境を好む種が生 

育しているのはなぜであろうか.

これらの種の分布を朝日池，鵜ノ池において詳 

しく調べてみたところ，砂丘側の岸沿いに生育し 

ていることがわかった（図 6 ， 7 , 8 ) . 朝日池

や鵜ノ池に限らず，頸城湖沼群では，池内の砂丘 

の縁から湧水が流れ込んでいる.倉茂 （ 1 9 3 3 )は 

朝日池において水温，酸素，遊離炭酸濃度，pH

が池の沿岸部と中央部とでは明瞭な差が認められ 

ることを明らかにしており，池内には微妙な環境 

傾度が存在し，北方系の種や貧〜中栄養の水域を 

好む種は砂丘からの湧水に影®を受ける場所に分 

布していると考えられる.

2 . 沈水植物の分布

音波探知機によって作成した畏峰池の深度分布 

図と沈水植物の植被概念図を図9 に示す.湖央を 

中心に長楕円形の主湖盆を持ち，その南西側に凹 

地を 2 つ持っていた.沈水植物は池内全域にマッ 

卜状に生育しており，水深 3 m まで沈水植物の生 

育を確認でき，3.5m以深では生育を確認するこ 

とができなかった.調査日の透明度は63™であっ 

た.

一般に，沈水植物は相対照度2 〜 5 % の光が届

— 14 —



水 1? 研 会 報  Nu.74 (2002)

図 8 . 鵜ノ池の蛇岛 の前而.砂丘の縁にノタヌキモがところどころ大きな群落を形成している. 

池の水位がドがっても砂丘の前而は®水によって湿潤で,貧栄獲な環境が保たれている.

□ ヒ ル ム シ a  國 ィバラモ

(3コセンニンモ 胃 ト リ ゲ モ 類
關 ホ ソ バ ミ ズ ヒ キ モ ■ ) ホッスモ 
「 ■ クロモ セキショウ

□:沈水植物の分布域

0 100 200m

50 100 200

円の大きさは生物量を表す 
(乾量g/ma)

図 9 . 長峰池における沈水植物の植被概念図と生物量

— 15 —
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く水深が生育の深度限界といわれているが（大滝， 

1974)， 今回の調査時は非常に透明度が低く， と 

ても水深3 m まで光が)Hiいているとは考えられな 

かった.福原ら （ 1 9 8 9 )によると，4 月に最局2.7 

inの透明度を示し，相対照度5 % の光は水深4 m 

付近まで届いていたが， 7 〜 8 月は水深2 m程度 

までしか届かず，春先の光の量が分布を制限する 

要因と考えられた.

サンプリングによって8 種の沈水植物を採集し 

た .トリゲモ類（トリゲモかオオトリゲモ）が池 

内で最も生物量が多く，次にイバラモとセキショ 

ウモ，ホッスモがつづく.水深と沈水植物の構成 

種の比率には特に関係はみられなかった.トリゲ 

モ類，イバラモ，セキショウモは池内全域に広く 

見られたが，ホッスモは池の南東岸に偏ってみら 

れた.ホッスモは貧栄養環境に偏って出現する種 

で あ り （角野，1 9 9 4 ) ,同池のような富栄養型で， 

非常に富栄養化が進んだ湖沼に大きな群落をつく 

ることは珍しい.

砂丘湖は周囲の砂丘から集水するが，同池の北 

側はなだらかな砂丘であるのに比べ，集水域であ 

る周囲の砂丘で最も標高が高い地点は池の南東に 

位置し，水面との高度弟は約20⑴である.そのた 

め，砂丘からの雨水の取り込みは南東岸側が卓越 

していると考えられ，南岸の崖地の縁には湧水口 

もみられる.また水質汚染の原因と考えられてい

図1 0 .ミズニラ.鵜ノ池において4 :育を確認すること 

ができたが.数個体が蛇島の前面にみられただ 

けであった.

る養鶏場は西岸の砂丘に位置し，排水が地下から 

流れ込むのは北〜西岸だと思われる.沈水植物群 

落は種間競争よりも，生育地の無機的環境に作用 

されるといわれており （ Chambers & Prepas, 

1 9 9 0 ) ,同池におけるホッスモ群落の分布は砂丘 

からの湧水による微環境の違いに起因しているの 

ではないかと考えられる.

現在，長峰池では土砂採掘の為に砂丘地の地形 

が変化をしており，将来更なる水質の悪化が危惧 

される.

3 . 絶滅危惧種 

水生植物

今回の調査で確認することができた水生植物の 

うち，環境庁版RDB (環境庁，2 0 0 0 )にリスト 

アップされている種は11種，新潟県版RDB (新 

潟県，2 0 0 1 )にリストアップされているものも含 

めると23種であった（表 1 ).

これらのうち，特記すべき種について以下に述 

ベる.

ミズニラ Isoetes japonica  A .B r .(図10)
新潟県内では産地が数箇所しかなく，開発によ

りほとんど姿を消した.朝日池での生育の記録が 

あ る （登坂，1 9 8 9 ) .本調査では鵜ノ池において 

蛇島周辺に数個体の生育を確認することができた. 

貧栄養な環境を好んで生育している種であるので 

(角野，1 9 9 4 ) ,当地のような平野部の富栄養型の 

湖沼における生育は非常に貴ffiである.

オニバス Euryale ferox  Salisb.
平野部の限られた湖沼に生育しており，新潟県

が現在，分布の北限となっている（笹川，1988; 

笹原，2 0 0 0 ) .頸城湖沼群では朝日池，鵜ノ池，

天ケ池，蜘ケ池でみることができた.朝日池，天 

ケ池においては本調査において初めて生育が確認 

された.鵜ノ池においても，安部ら （ 2 0 0 0 )によっ 

て生育を確認されたのが初めてである.頸城湖沼

— 16——
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図1 1 .ガガブタ.長峰池と天ケ池に生育している.辟 

に天ケ池の個体群は非常に大きく，県内ではK  
重な壤団である.

群に生育する植物について，1973年以前は正確な 

記述がないので朝日池，鵜ノ池，天ケ池で今回確: 

認されたオニバスは，最近になって定筘 したもの 

であるのか，それとも埋土種子からの発芽である 

かは定かではない.

オグラノ フサモ M yriophyllum  oguraense L.
新潟県での分布が確認されているのは，蜘ケ池

を含めごくわずかであるが，笹 川 （ 1 9 8 9 )は県内 

において同種をフサモと誤同定しているものがあ 

ることを指摘し，詳しい分布調奔の必要性を述べ 

ている.

今回の調査においては天ケ池において生育を確 

認した.また，灭 ケ池ではオグラノフサモの他に 

フサモとオグラノフサモの形態的中間型がみられ 

た.この中問型をどう扱うかについては，現在，

神戸大学理学部の崎山優子氏が形態学的，遺伝学 

的研究を行っている.同氏の研究結果を待ちたい.

長峰池や朝日池において，同定基準である花や 

越冬芽を確認できない植物体はフサモと同定した 

ので，オダラノフサモ，中間型であることも考え 

られる.今後，精査する必要があると思われる.

ガガブタ Nymphoides indica (L.) O.Kuntze 

(図11)
かつて新潟県内では，限られた平野部の湖沼に 

分布していたが，それらのほとんどは水質汚濁や 

開発によって姿を消した（小林， 1 9 8 2 ) .本調査 

地においては長峰池と天ケ池に生育しており，大 

きな群落を形成している.

長峰池には長花柱花、天ケ池には長花柱花と短 

花柱花がみられる.

ノタヌキモ Utricularia aurea Lour.
本州以西に分布し，新潟県が国内分布の北限で

あ る （角野，1994 ; 新潟県，2 0 0 1 ) .県内の産地 

はごく稀であり，近年，農地改変などによる水湿 

地の減少や水質の汚染により減少した.朝日池， 

鵜ノ池に生育しており，特に鵜ノ池では蛇島の前 

而に大きな群落を形成している.その分布の特徴 

については前述した.

ササエビモ Potam ogeton nipponicus Makino 

(図12， 13)

エゾヒルムシロとヒロハノエビモの雑種の一型 

と考えらており，冷涼地の河川や湖沼に稀に産す 

る沈水植物である（角野，1 9 9 4 ) .親種であると 

考えられているエゾヒルムシロは長峰池において 

過去採集記録があり，新潟県内において確認され 

ているエゾヒルムシロの生育地は長峰池のみであ 

る （池上•石澤，1985 ; 伊藤， 1 9 8 9 ) .今回の調 

杏においてもササエビモをエゾヒルムシロと同定 

していたが，標本を神戸大学の角野康郎博士に見 

ていただいたところ，本種であることが明らかに
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図1 2 .ササエビモ群落.J4峰池において，水深0+5~1.5 
mの間に生育していた.ササェビモは以内初記 

載である.

なった.ササエビモは新潟県では初記載である. 

今後，長峰池においてエゾヒルムシロが本当に生 

育しているかどうか詳しく調杏する必要があるだ 

ろぅ.

湿生植物

今回の調査によって確認された湿生植物のうち， 

環境庁版RDB (環境庁，2 0 0 0 )にリストアップ 

されている種は5 種，Si'潟県版 RDB (新潟県， 

2 0 0 1 )にリストアップされているものも含めると 

8 種であった（表 2 ).

これらのうち，特記すべき種について以下に述 

ベる.

ノウルシ Euphorbia adenochlora M orr. et 

Dece (図14).

平野部の湿地にはえる多年草でしばしば大きな 

群落をつくるが，乾燥に弱く，生育場所が限定さ 

れている（川端，1 9 8 2 ) .鵜ノ池，天ケ池に生育 

しているが，天ケ池では護岸堤防の法面に群落を 

形成しており,今後，乾燥による消滅が危惧され 

る.

ミストフノオ Eusteralis yatabeana  (M akino) 

M urata
生育地である湖沼の環境破壊が進み分布が限ら 

れてきており，新潟県内ではすでに消滅したとこ 

ろも多い.また，南方系の植物であり本県での分 

布は貴重である（笹川，1 9 8 8 ) .朝日池，天ケ池， 

蜘ケ池では大きな群落を形成しておI)，生育状態 

も良好である.今後，護岸などの開発によって姿 

を消すこともおおいに考えられ，注意する必要が
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図14. ノウルシ.天ヶ池の堤防の法而に生育している 

集団.今後乾燥による消滅が危供される.

図1 5 .クロホシクサ.新潟県では， W北部に確認され 

ているのみであった.®) ノ池の蛇島の油面にホ 

シクサと混生群落を形成していた.

ある.

チョウジソウ Am sonia elliptica  (Thunb.) 

Roem. et Schult.

湿った草地に屯育する多年草.県内での産地は 

少ない（丸山，1 9 8 9 ) .本調査において蜘ヶ池で 

の生育を確認することができた.近年，湿地の開 

発のために全国的に自虫地が減少しており，頸城 

湖沼群における分布は非常に貴重であるが，個体 

数は非常に少なく消滅が危惧される.

クロ ホシクサ Eriocaulon paruum  Koernicke 

(図15)
新潟県内では，紫雲寺町に生育の記録があるの 

みである（池上•石沢，1983) . 鵜ノ池の蛇島前 

而の湧水が流れている場所に，ホシクサと同所的 

に生育をしていた.個体数は少なく，今後の絶滅 

が危惧される.

カキツバタ Iris laevigata  Fisch.
県内に広く分布している.アヤメの仲間では最

も水湿地を好み群生する（佐藤， 1 9 8 2 ) .減少の 

理由としては，自生地の開発以外にも，園芸目的 

の過度の採集が挙げられている.長峰池，朝日池， 

鵜ノ池に生育しており，鵜ノ池では丸山公園内の 

ハンノキ林下にサワオグルマと共に大きな群落を 

形成している.

4 . 周囲の植物相

頸城湖沼群は，周囲の砂丘地を含めた植物相が 

非常に豊かであることがわかっている（志賀， 

2 0 0 0 ) .烏屋野潟，福島潟の調査面積は朝日池，

棚ノ池の2 〜 3 倍であったが，確認された種数は 

;2j地の方が多かった.また，頸城湖沼群全体の調 

杏而積は福島潟とほぼ同じであるが，確認種数は 

約 2 倍であった（表 5 ) .
他の湖沼と比較して頸城湖沼群において多くの 

秫が確認された理由としては，水 生 ，湿生植物で 

はない陸上植物が集水域である固囲の砂丘地に多 

く生育していたためだと考えられる.他の湖沼で 

は周囲のそのような林が開発により消失したか， 

以前から成立していないため，水生.湿生植物が
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表 6 . 各湖沼において記録された植物の総種数.調光範囲には，周囲の陸域も含む.亜種，品種.変種を含む. 

また自虫種のほかに，帰化秫，逸出捕も含む.鳥屋野S は正確な調査面積を把握することができなかった 

ので一とした.

朝日池* 鵜ノ池* 湖沼群全体* 佐 潟 * * 鳥屋野潟** 福島潟**

調査面積 (h a ) 92 81 222 74.5 — 240

シダ植物 35 41 42 11 8 15
種子植物

裸子植物 3 3 3 3 2 0
被子植物

双子葉植物 339 327 418 220 262 221
単子葉植物 156 167 195 102 130 114

計 533 538 658 336 402 350

•志賀 (2 0 0 0 )より引用.
••佐潟：新 潟 市 •（味)グリーンシグマ ( 1 9 9 9 ) ,福島 潟 ：笹 川 •石 澤 ( 1 9 8 9 ) ,鳥 屋野潟：鳥屋野潟植物調査会 

(1 9 9 4 )より引用.

植物相の主な構成種となっている.集水域の自然 

環境は水生植物の生育にかかわる水環境に大きな 

影響を与えると考えられ，佐潟では周囲の砂丘地 

は開発され植生は消失しており，畑地として利用 

されている.その結果，使用される農薬が池内に 

流れ込み，水質が変化し，水生植物群落に深刻な 

影響を与えた.

頸城湖沼群が豊かな植物相及び，水生，湿生植 

物相を保っている理由としては，これまでの砂丘 

地の土地利用と無理のない用水の利用によって支 

えられてきたことが挙げられる.しかし，水生植 

物相はこれまでの調査から減少していることがわ 

かり，このことは周囲の砂丘地の開発や湖岸改修， 

農業用水としての利用方法の変化など，湖沼群周 

辺の土地利用が変化してきていることを反映して 

いるものと思われる.

ま と め

頸城湖沼群は確認種数が新潟県下の他の湖沼を 

しのぎ，さらに絶滅が危惧されるR D B掲載種が 

多くみられるなど，豊かな水生•湿生植物相を保っ 

ていることが明らかになった.

頸城湖沼群は富栄養型の湖沼であるが,冷涼な 

水域を好む北方種や貧栄養環境に偏って出現する

種が多く生育していた.これらは，周囲の砂丘地 

からの湧水とその流れに依存した分布をしている 

と考えられ，本調査地の特徴ある水生•湿生植物 

相は周囲の砂丘の形状とその周辺地域の土地利用 

に支えられていると考えられた.

平野部の湖沼は人為的な影響を受けやすく，県 

内の様々な水域において水生植物が消滅している 

が，本調査池においても同じような傾向がみられ 

た.現在，当地において周囲の砂丘を含めた大規 

摸な都市公園計画が進んでいる.湖岸改修はもと 

より，集水域である砂丘が開発されることは，湧 

水に依存している種の消失の原因になる.今後， 

周囲の砂丘を含めた保全を検討することが必要で 

あると考えられる.
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〇神奈川県植物誌調査会編『神奈川県植物

誌 2001』 （神奈川県立生命の星，地球博物館発行， 

2001年 7 月，A 4 1,580p . ， 価9,800円，送料 

1,200 円）

1988年に発行された『神奈川県植物誌1988』は, 

大部の力作でたいへん高い評価を得たが，そのわ 

ずか 3 年後に，内容や独創性を格段に充実させた 

改訂斬版がでた.編圯，執筆に携わった人々だけ 

でなく，標本の採集や整理に従事した多くの人た 

ちに支えられた力作である.神奈川県鹿の2,700 
以上の種について，形態的特徴，過去の記録や現 

状などが詳細に記され，多くの種については分布 

図や識別のポイントとなる図が付されている.こ 

の原稿の執筆だけでもたいへんな労力であったに 

ちがいなく，一県の植物誌としてだけではなく植 

物図鑑としてもたいへん役に立つ所以である.記 

録はあるが現在見られない種にはマークもあり， 

その中にジュンサイやヒツジグサが含められてい 

ることは神奈川県の水草の現状を示してもいる.

今までに日本で出版されている府県版植物誌の 

双璧であることは言うまでもなく，またボリュー 

ムに比してたいへん安価なので，興味のある方は 

ぜひ手元におかれることを勧める.

入手方法：亍250-0031小田原市入生田4 9 9 県 

立生命の思•地球博物館ミュージアム.ショッ 

プ T E L 0465-21-1515 内線620, FAX 0465-23- 
8846， E-mail: tabuchil953@ aol.com こちらに 

お申し込みいただければ，振込み用紙を送付し， 

入金確認後，送本します.送科1,200円 （梱包量• 

振込み手数料など込み）

〇 長 谷 川 順 一 著 『宇都宮市の植物目録と生  

態写真』（自費出版，2001年10月，B 5 300p., 
頒価5,400円)

熱心に宇都宮市周辺の植物調査に従事してこら 

れた著者が，今までに撮りためた661点の生態写 

真 （カラー）と個々の種についての産地や生育場 

所の記録をまとめたのが本®である.写真には撮 

影地と日時も併記されているので，往年の記録に 

もなっている.ただの雑草からうまく特徵を出す 

のに苦労したと思われるイネ科やカヤツリグサ科 

植物も含め，写真だけでも最近の安直な写真図鑑 

をしのいでいる

申し込みは，〒320-⑻ 5 2 宇都宮市中戸祭町767 
の著者まで. （角 野 康 郎 ）
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